
ー
音
楽
取
調
掛
か
ら
明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校

（
明
治
十
二
年l
四
十
五
年
）
ー
—

年

（注）

東
京
音
楽
学
校
に
な
っ
て
か
ら
の
教
官
の
任
用
は
＠
の
欄
で
記
す

こ
と
に
し
た
。
（
）
内
は
担
当
科
目
、
つ
づ
く
年
代
は
退
職
年
度

を
示
す
。
講
は
時
間
講
師
を
示
す
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

七
月

学
制
頒
布
小
学
校
に
「
唱
歌
」
が
、
中
学
校
に
「
奏
楽
」
が
置
か
れ
る
。
だ

が
「
営
分
コ
レ
ヲ
鋏
ク
」
と
い
う
但
し
書
が
つ
き
実
施
さ
れ
ず
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）

三
月
伊
澤
修
二
愛
知
師
範
学
校
長
に
就
任
、
付
属
施
設
と
し
て
幼
稚
園
風
の
も
の

を
設
け
、
幼
児
に
遊
戯
唱
歌
を
試
み
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）

七
月
十
八
日
伊
澤
修
二
、
師
範
学
科
取
調
べ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ

横
浜
を
出
航
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）

十
一
月
六
日

東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
保
育
唱
歌
に
よ
る
教
育
が
は
じ
ま
る

（
雅
楽
部
伶
人
の
作
曲
）
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）

四
月
八
日
付
在
米
留
学
生
監
督
官
目
賀
田
種
太
郎
お
よ
び
伊
澤
修
二
の
連
名
で
「
學

校
唱
歌
二
用
フ
ベ
キ
音
楽
取
調
ノ
事
業
二
着
手
ス
ベ
キ
見
込
書
」
を
文
部
大
輔
田

中
不
二
麿
に
提
出
。

四
月
二
十
日
付
目
賀
田
種
太
郎
「
我
公
學
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
興
ス
ベ
キ
仕
方
二
付
私
ノ

譜

見
込
」
を
文
部
大
輔
に
提
出
。

五
月
二
十
一
日
伊
澤
修
二
帰
国
、
東
京
師
範
学
校
雇
と
な
る
。

六
月
伊

澤
修
二
「
唱
歌
法
取
調
書
—
メ
ー
ソ
ン
方
式
の
掛
圏
つ
き
ー
」
を
文
部
大

輔
に
提
出
。

八
月
伊
澤
修
二
文
部
省
学
務
課
を
兼
務
。

十
月
十
六
日
伊
澤
修
二
東
京
師
範
学
校
長
補
。

十
月
二
十
五
日
伊
澤
修
二
文
部
省
内
に
体
操
伝
習
所
を
創
設
し
、
そ
の
主
幹
を
兼

務
す
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）

三
月
八
日
伊
澤
修
二
「
音
楽
博
習
所
案
」
を
文
部
省
に
提
出
。

三
月
二
十
二
日
伊
澤
修
二
東
京
師
範
学
校
長
。

三
月
二
十
五
日
メ
ー
ソ
ン
の
日
本
招
聘
が
決
る
。

十

月

七

日

伊
澤
修
二
音
楽
取
調
御
用
掛
を
兼
務
、
体
操
伝
習
所
主
幹
を
解
か
れ
る
。

十
月
二
十
三
日
文
部
省
内
に
音
楽
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
る
。

十
月
三
十
日
伊
澤
修
二
、
文
部
卿
寺
島
宗
則
に
宛
て
「
音
楽
取
調
二
付
見
込
書」

を
提
出
、
こ
の
中
で
三
大
事
業
①

「
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル

コ
ト
」
②

「
勝
来
國
楽
ヲ
興

ス
ベ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト
」

③
「
諸
學
校

二
音

楽
ヲ
実
施
ス
ル
コ
ト
」
を
か
か
げ
る
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)

三
月
本
郷
文
部
省
用
地
内
第
十
六
番
館
（
現
東
京
大
学
法
文
経
一
号
館
の
場
所
）

を
改
築
し
、
音
楽
取
調
掛
官
署
と
す
る
。

三
月
二
日
ア
メ
リ
カ
人
ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン

L
u
t
h
e
r

W
h
i
t
i
n
g
 M
a
s
o
n
文
部
省
お
雇
い
教
師
と
し
て
着
任
。

四
月
音
楽
取
調
掛
に
は
じ
め
て
ピ
ア
ノ
が
備
え
つ
け
ら
れ
る
（
メ
ー
ソ
ン
持
参
の

ビ
ア
／）。

四
月
メ
ー
ソ
ン
に
よ
り
東
京
師
範
学
校
お
よ
び
東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
唱

歌
教
育
は
じ
ま
る
。

五
月
二
十
八
日
ア
メ
リ
カ
よ
り
ピ
ア
ノ
十
台
お
よ
び
楽
譜

・
図
書
類
が
到
着
（
こ

の
中
に
英
語
版
バ
イ
エ
ル
教
則
本
二
十
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
）
。
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六
月
七
日
山
勢
松
韻
（
等
）
、
国
文
学
者
の
稲
垣
千
頴
、
柴
田
清
熙
、
英
学
者
内
田

涸
一
を
雇
い
入
れ
る
。

唱
歌
教
材
の
作
成
開
始
。
同
日
付
伝
習
生
募
集
案
を
提
出
。

六
月
二
十
三
日
雅
楽
器
十
四
点
、
俗
楽
器
七
点
、清
楽
器
十
八
点
、
チ
ェ
ロ
を
購
入
。

七
月
二
十
九
日
大
阪
専
門
学
校
（
後
の
第
三
高
等
学
校
、
現
京
都
大
学
）
よ
り
印

度
音
楽
関
係
図
書

（
タ
ゴ

ー
ル

の
著
書
な
ど
）
四
十
冊
回
送
。

九
月

音
楽
伝
習
規
則
を
作
成
。

十
月
五
日
十
八
名
の
伝
習
生
入
学
、
十
一
日
四
名
入
学
、
こ
の
中
に
宮
内
庁
雅

楽
部
伶
人
八
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

十
月
十
二
日

芝
葛
鎮

（
伶
人
・

調
絃
法
）
、
十
八
日
岡
倉
党
三
（
天
心
・

官
吏
）
、

二
十
八
日
西
幸
吉
（
能
楽
手
）
を
雇
い
入
れ
る
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）

二
月

第
二
回
伝
習
生
募
集
を
新
聞
に
広
告
す
る
。
十
二
名
入
学。

二
月
十
日

第

一
回
の
伝
習
生
雅
楽
伶
人
の
東
儀
彰
質
、
上
箕
行
、
辻
則
承
、

奥
好

義
を
雇
い
入
れ
る。

五
月
小
学
校
教
則
綱
領
制
定
、
唱
歌
科
は
教
授
法
の
完
備
次
第
実
施
と
な
る
。
内

田
菊
一
音
楽
取
調
掛
監
事
。

五
月
十
四
日
国
文
学
者
里
見
義
、
六
月
十
一
日

同
加
部
厳
夫
雇
い
入
れ
る
。

五
月
二
十
四
日
東
京
女
子
師
範
学
校
に
皇
后
陛
下
行
啓
の
お
り
音
楽
取
調
掛
員
が

管
弦
楽
を
演
奏
。

九
月
メ
ー
ソ
ン
学
習
院

へ
の
出
校
開
始
、
中
村
専
助
教
と
な
る
。
メ
ー
ソ
ン
に
よ

る
和
声
講
義
開
始
。

‘

九
月
十
五
日
芝
葛
鎮
音
楽
取
調
掛
監
事
と
な
る
。

十
月
二
十
六
日
伊
澤
修
二
、
東
京
師
範
学
校
校
長
兼
任
を
解
か
れ
音
楽
取
調
掛
長

と
な
る
。

十
一
月
十
日

紳
津
専
三
郎
音
楽
取
調
掛
監
事

（
音
楽
史
担
当
）
。

十
一
月
二
十
四
日

『
唱
歌
掛
圏
』
初
編
お
よ
び
『
小
學
唱
歌
集
』
初
編
の
出
版
届
。

十
二
月
本
邦
第
一
号
オ
ル
ガ
ン
試
作
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）

一
月
文
部
卿
の
命
に
よ
り
国
歌
選
定
の
仕
事
に
着
手。

一
月

伊

澤

修

二
「
事
務
大
要
」
を
文
部
卿
に
提
出
。

一
月
三
十
、
三
十
一
日
の
両
日
神
田
昌
平
館
に
お

い
て
「
音
楽
取
調
掛
成
績
報
告
」

演
奏
会
を
挙
行
。

三
月
永
井
繁
（
瓜
生
繁
）
を
雇
い
入
れ
る
。
第
一
回
伝
習
終
了
者
加
藤
貞
、
鳥
居

枕
、
藤
川
さ
ゐ
助
手
に
採
用
。

五

月

上

原
六
四
郎
（
理
化
学
）
専
門
学
務
局
兼
取
調
掛
勤
務。

七
月
一
日

昌
平
館
に
お
い
て
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
開
催
、
十
三
日
メ
ー
ソ
ン

横
浜
よ
り
一
時
帰
国
の
途
に
つ
く
。

九
月
四
年
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
。

十
一
月
六
日
付
メ
ー
ソ
ン
解
雇
伺
提
出
。

十
一
月
二
十
日
関
東
十
二
府
県
学
務
課
長
に
対
し
伊
澤
の
示
諭
と
演
奏
会
を
開
催

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）

一

月

文
部
省
か
ら
男
女
共
学
に
対
す
る
批
判
が
あ
り
、
女
子
の
入
学
を
禁
ず
。

一
月
二
十
二
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
歓
迎
演
奏
会
開
催
。

二
月
十
日
海
軍
省
雇
教
師
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ
ル
ト

F
r
a
n
z
E
c
k
e
r
t
音
楽
取
調

掛
を
兼
務
す
る
。
管
弦
楽
、
和
声
、
楽
典
を
受
け
持
つ
。

二
月
二
十
七
日
付
四
年
制
の
教
則
お
よ
び
教
科
細
目
を
含
む
「
音
架
取
調
掛
規
則

案
」

八
章
四
十
八
ケ
条
を
本
省
へ
提
出
、
六
月
二
十
八
日
付
裁
可
。

三
月
メ
ー
ソ
ン
を
正
式
に
解
雇
。

三
月
二
日
多
久
随
第
一
回
伝
習
生
、
式
部
寮
伶
人
兼
取
調
掛
助
教
と
な
る
。

六
月
『
唱
歌
掛
圏
』
第
二
編
、
『
小
學
唱
歌
集
』
第
二
編
出
版
。

七
月
十

一
日
期
末
演
習
会
開
催
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
L

よ
り
〈
タ

星
の
歌
〉
が
管
弦
楽
で
演
奏
さ
れ
る
。

七
月

『約
氏
音
楽
問
答
』
『
音
楽
指
南
』
出
版
。

九
月
四
年
制
実
施
。

十
二
月
一
日

奥
山
朝
恭
を
雇
い
入
れ
る

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）

一
月
二
十
三
日
大
木
文
部
卿
巡
視
に
際
し
演
奏
会
開
催
。

二
月
七
日
付
伊
澤
修
二
、
文
部
卿
大
木
喬
仁
に

『
音
楽
取
調
成
績
申
報
書
』
を
提
出。
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三
月
二
十
九
日
『
小
學
唱
歌
集
』
第
三
編
の
出
版
届
、
六
月
出
版
。

四
月
各
府
県
長
宛
、
府
県
派
出
音
楽
伝
習
生
募
集
案
内
を
発
送
。

四
月
『
楽
典
』
出
版
。

五
月
十
日

第

一
回
月
次
演
奏
会
開
催
。

五
月
十
二
日
京
都
吏
員
等
参
観
に
付
演
奏
会
開
催
。

五

月

英

国

ロ
ン
ド
ン
万
国
衛
生
教
育
博
覧
会
へ
和
楽
器
お
よ
び
音
楽
取
調
掛
作
成

の
書
物
を
出
品
。

六
月
十
四
日

第
二
回
月
次
演
奏
会
開
催
。

十
月
九
日

東
京
府
外
十
二
県
連
合
学
事
協
会
員
参
観
に
付
演
奏
会
開
催
。

十
月
十
六
日

嶋
津
珍
彦
外
九
名
参
観
に
付
演
奏
会
開
催
。

十
二
月
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
綿
百
年
期
博
覧
会

へ
和
楽
器
お
よ
び
音

楽
取
調
掛
作
成
図
書
類
を
出
品
。

こ
の
年
『
箪
曲
集
』
初
編
の
編
集
完
了。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）

一
月
十
七
日
第
三
回
月
次
演
奏
会
開
催
。

二
月
九
日
音
楽
取
調
掛
は
音
楽
取
調
所
と
改
称
、
本
郷
か
ら
上
野
東
四
軒
寺
跡

（
現
科
学
博
物
館
の
所
）
へ

移
転
。

四
月
二
日
多
忠
廉
、
多
忠
孝

（
伶
人
）

宮
内
庁
と
兼
務
で
音
楽
取
調
所
員
と
な
る
。

五
月
九
日
陸
軍
省
雇
教
師
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ル
ー
氏
を
迎
え
演
奏
会
開
催
。

キ

ネ

七
月
二
十
日

第
一
回
全
科
卒
業
生
三
名
幸
田
延
、

遠
山
甲
子
、
市
川
ミ
チ
の
卒
業

式
を
挙
行
、
つ
づ
い
て
演
奏
会
を
開
催
。
同
月
二
十
七
日
前
記
の
三
名
お
よ
び

加
藤
精

一
郎

(
+
七
年
十
二
月
入
学
）
を
助
手
に
採
用
。

十
月
ロ
ン
ド
ン
万
国
発
明
品
博
覧
会
に
和
楽
器
お
よ
び
音
楽
取
調
掛
考
案
の
音
叉

と
図
書
類
を
出
品
、
音
叉
は
ア
レ
キ
ザ
ン
ダ
ー
・

J
・
エ
リ
ス

A
l
x
.J
•
E
l
l
i
s

の

注
目
を
ひ
く
。
出
品
物
全
部
に
対
し
金
メ
ダ

ル
を
受
賞
。

十
二
月

音
楽
取
調
所
は
再
び
音
楽
取
調
掛
と
な
る
。

こ
の
年
よ
り
東
京
師
範
学
校
な
ど
他
校
へ
の
音
楽
取
調
掛
員
の
出
向
を
廃
止
す
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）

三
月
三
十
一
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
解
雇
。

(
1
)
 

四
月
一
日
オ
ラ
ン
ダ
人
G
・
ソ
ー
プ
レ
ッ
ト

G
u
i
l
l
a
u
m
e
Sauvlet
ピ
ア
ノ
教
師

と
し
て
雇
い
入
れ
る
。

十

一

月

伊
澤
修
二
他
七
名
の
連
署
を
も
っ
て
文
部
大
臣
森
有
證
に
「
音
楽
學
校
設

立
ノ
儀
二
付
建
議
」
を
提
出
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）

二
月
十
五
日

音
楽
研
究
生
を
置
き
研
究
生
条
規
を
定
め
る
。

二
月
十
九
日
第
二
回
全
科
卒
業
式
挙
行

（
十
四
名
）、
つ
づ
い
て
演
奏
会
を
開
催
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
を
ソ
ー
プ
レ
ッ
ト
の
指
揮
の
も
と
で
演
奏
、
聴
衆
約

五
百
名
。
こ
の
日
の
卒
業
生
十
名
を
研
究
生
と
し
て
在
学
を
許
可
。

'

二
月
音
楽
取
調
掛
伝
習
生
三
十
名
入
学
。

三
月
音
楽
取
調
掛
の
女
生
徒
入
学
を
復
活
す
る
。

七
月
五
日
明
宮
殿
下
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
お
よ
び
内
外
の
貴
賓
約
五
百
名
を
迎

え
演
奏
会
を
開
催
。

九
月
音
楽
取
調
掛
最
後
の
伝
習
生
六
名
入
学
。

十

月

音

楽
取
調
掛
、
東
京
音
楽
学
校
と
な
る
。

十
月
五
日
開
校
（
官
報
告
示
十
月

四
日
）
。

十
二
月

『
幼
稚
園
唱
歌
集
』

出
版
。

＠
上
員
行
（
和
声
•
音
楽
教
授
法
）
明
治
二
十
八
年
。
大
正
四
年
か
ら
昭
和
二
年
ま

で
嘱
託
教
師
と
し
て
音
楽
史
と
雅
楽
を
担
当
す
る
。

菊
地
武
信
（
唱
歌
）
明
治
二
十
四
年

キ

ネ

遠
山
甲
子
（
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
六
年

誹
津
専
三
郎

（幹
事
、
音
楽
史
・
英
語
）
明
治
二
十
七
年

瓜
生
繁

（
ピ
ア
ノ
）

明
治
二
十
五
年

辻
則
承
（
講
、
ピ
ア
ノ
・
唱
歌
）
明
治
二
十
四
年

納
所
辮
次
郎
（
講
、
ピ
ア
ノ
）
明
治
三
十
六
年

チ
ー
チ
ェ
夫
人

J
o
h
a
n
n
a
B
e
r
t
h
a
 
M
a
r
i
a
 
Tietze 
(講
、
ピ
ア
ノ
）
明
治
二

十
二
年

同
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）

一
月
文
部
省
編
輯
局
長
伊
澤
修
二
、
東
京
音
楽
学
校
長
を
兼
任。
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教
職
員
な
ら
び
に
生
徒
に
よ
る
伊
澤
氏
の
慰
労
会
。

十
一
月
五
日
ル
ー
ド
ル
フ
・

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

R
u
d
o
l
f
D
i
t
t
r
i
c
h
 
(
オ
ー
ス
ト
リ

ア
人
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
和
声

・
合
唱

・
管
弦
楽
）
明
治
二
十
七
年。

同
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）

一
月

東
京
音
楽
学
校
規
則
を
制
定
、
学
科
を
分
け
て
予
科
お
よ
び
本
科
と
し
、
本

科
を
師
範
部
と
専
修
部
に
分
け
る
。
学
年
は
九
月
十
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
七
月

十
日
に
終
る
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
解
雇。

四
月
幸
田
延
初
の
音
楽
専
修
者
と
し
て
文
部
省
よ
り
海
外
留
学
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

七
月
東
京
音
楽
学
校
専
修
部
初
卒
業
生
四
名
を
送
り
出
す
。

十
一
月
三
日
天
長
祝
賀
音
楽
会
開
催
。

十
二
月
二
十
二
日
師
範
部
生
徒
八
名
卒
業
。

十
二
月

『
中
等
唱
歌
』
（
〈
埴
生
の
宿
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
）
を
出
版
。

＠
木
村
作
子

（雇
教
員
）
明
治
二
十
三
年

森
冨
子
（
雇
教
員
）
明
治
二
十
三
年

授
業
補
助
山
田
源

一
郎
明
治
二
十
四
年

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)

五
月
上
野
公
園
元
西
四
軒
寺
跡
文
部
省
用
地
（
現
在
地
）
の
新
築
校
舎
（
奏
楽
堂

を
含
み
四
ニ
ニ
坪
）
に
移
転
、
十
二
日
新
築
校
舎
開
校
式
、
演
奏
会
を
行
う
（
七

曲
演
奏
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
詳
細
は
不
明
）
。

十
一
月
二
十
九
日
奏
楽
堂
に
お
い
て
帝
国
議
会
開
院
式
祝
賀
音
楽
会
、
伊
澤
校
長

祝
辞
を
述
べ
る
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）

一
月

議
会
で
東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争
が
起
る
。
伊
澤
修
二、

矢
田
部
良
吉
、
紳

津
専
三
郎
ら
反
論
。

六
月
校
長
伊
澤
修
二
非
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
誹
津
専
三
郎
校
長
心
得
を
命
ぜ
ら
れ

る。

六
月
十
八
日

を
陳
情
。

七
月
十
三
日

伊
澤
の
非
職
に
対
し
、
生
徒
代
表
が
大
木
文
部
大
臣
に
伊
澤
の
復
職

八
月
理
学
博
士
村
岡
範
為
馳
校
長
と
な
る
。
神
津
専
三
郎
の
校
長
心
得
を
解
く
。

十

月

文

部
省
は
東
京
音
楽
学
校
教
職
員
全
員
に
対
し
、
祝
祭
日
歌
詞
楽
譜
選
定
事

業
の
補
助
を
命
じ
る
。

＠
黒
川
員
頼
（
文
学
）
明
治
三
十
二
年

上
原
六
四
郎

（
音
楽
理
論
）
明
治
四
十
五
年

鳥
居
枕
（
和
漢
文
•

音
楽
理
論
）
大
正
二
年

山
勢
松
韻
（
等
）
明
治
三
十
三
年

佐
藤
誠
賓
（
文
学
）
明
治
二
十
七
年

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）

二
月
十
六
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
伯
爵
来
校
、
生
徒
に
よ
る
等
曲
合
奏
等
を
披
露
、

賞
賛
を
受
け
る
。

十
一
月
東
京
音
楽
学
校
学
友
会
の
創
設
。

＠
本
居
豊
穎
（
和
文
）
一
年
間
の
み

中
村
秋
香
（
帝
国
大
学
書
記
兼
第

一
高
等
中
学
校
教
授
、
文
学
）
明
治
三
十
六
年

大
和
田
建
樹
（
和
歌
）
明
治
三
十
六
年

小
山
作
之
助
（
唱
歌
・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
五
年

能
勢
作
（
ピ
ア
ノ

・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
五
年

山
谷
襟
治
郎
（
音
楽
的
生
理
）
こ
の
年
の
み

授
業
補
助
橘
絲
重
（
ピ
ア
ノ
）
、
石
岡
得
久
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、

瀬
川
朔

（英
語）

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）

四
月
十
日
医
学
会
員
七
百
名
来
校
、
村
岡
校
長
の
講
演
と
演
奏
を
披
露
。

四
月
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
に
日
本
音
楽
お
よ
び
本
校
出
版
図
書
等

を
出
品
。

六
月
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
と
な
る
。
祝
日
大
祭
日
歌
詞
お
よ
び
楽
譜
の

審
査
終
了
。

九
月
十
日
勅
令
第
六
十
二
号
に
よ
り
、
東
京
音
楽
学
校
職
員
は
廃
官
と
な
り
高
等

師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
職
員
と
な
る
。
嘉
納
治
五
郎
（
東
京
女
子
師
範
学
校

長
）
校
長
と
な
る
。

＠
中
村
秋
香
（
文
学
）
明
治
三
十
六
年
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旗
野
十
一
郎
（
文
学
）
明
治
四
十
一
年

授
業
補
助
島
崎
赤
太
郎

（
オ
ル
ガ
ン
）
、
鈴
木
米
次
郎

（
音
楽
理
論

・
作
曲
）

同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

六

月

入

学

時
は
毎
学
年
の
始
め

一
回
の
規
定
を
改
め
、
時
宜
に
よ
り
臨
時
試
験
を

行
い
入
学
を
許
可
す
る
と
定
め
る
。
小
学
校
唱
歌
科
教
員
志
望
者
の
た
め
小
学
唱

歌
講
習
科
を
新
設
、
最
終
学
年
生
が
実
習
を
兼
ね

こ
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
と

な
る
。

十
一
月

奏
楽
堂
に
お
い
て
グ
ノ
ー
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

第

一
幕
、
在
日
外
国
人
に
よ

り
上
演
。

＠
頼
母
木
駒

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

昭
和
三
年

山
田
源

一
郎

（
唱
歌

・
オ
ル
ガ
ン

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
明
治
三
十
六
年

奥
好
義
（
講
、
唱
歌
）
明
治
三
十
五
年

橘
絲
重
（
講
、
ピ

ア
ノ
）
明
治
二
十
八
年

島
崎
赤
太
郎

（講
、
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
三
年

同
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）

十
一
月
九
日

幸
田
延
、
ウ
ィ
ー
ン
留
学
よ
り
帰
国
。

＠
渡
邊
龍
聖

（
倫
理
・

教
育
学
）
明
治
四
十
二
年

幸
田
延

（
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
独
唱
歌

・
和
声
学
）
明
治
四
十
四
年

高
橋
忠
次
郎

（
体
操
）
こ
の
年
の
み

同
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）

三

月

本

科

専
修
部
に
対
し
教
育
学
科
の
比
重
を
重
く
す
る
旨
規
則
を
改
正
。

四
月
生
徒
の
服
装
を
文
部
省
直
轄
学
校
の
制
服
に
同
じ
く
す
る
。
徽
章
を
設
け
る
。

東
京
音
楽
学
校
同
声
会
第

一
回
演
奏
会
。

＠
橘
絲
重

（
ピ
ア
ノ
）
昭
和
三
年
、
以
後
十
四
年
ま
で
嘱
託
講
師

比
留
間
賢
八
（
講
、
チ
ェ
ロ
）
明
治
三
十
一
年

同
三
十
年
(
-
八
九
七
）

四
月
小
学
唱
歌
講
習
科
の
規
程
を
改
正
し
、
小
学
校
教
員
に
限
ら
ず
広
く
志
望
者

の
入
学
を
許
可
。

同
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）

五
月
東
京
市
神
田
区
一
橋
通
高
等
師
範
学
校
附
属
地
に
分
教
場
を
設
置
、
選
科
の

一
部
お
よ
び
小
学
唱
歌
講
習
科
を
移
す
。

六
月
矢
田
部
良
吉
（
高
等
師
範
学
校
長
）
、
東
京
音
楽
学
校
長
と
な
る
。

十
月

春
秋
二
季
に
定
期
演
奏
会
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
。

@
R

．
フ

ォ
ン

・
ケ
ー
ベ
ル

R
a
p
h
a
e
l
v
a
n
 K
o
e
b
e
l
 (
東
大専
任
、
ピ
ア
ノ
•
音

楽
史
）
明
治
四
十
二
年

武
島
又
次
郎

（
国
文
学
）
明
治
四
十
三
年

下
田
次
郎

（教
育
学
）
こ
の
年
の
み

今
井
新
太
郎
（
等
）
大
正
十
五
年

高
木
武
（
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
四
年

橋
本
正
作

（
唱
歌

・ピ

ア
ノ
）
明
治
三
十
四
年

．

天
谷
秀
（
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
四
十
一
年

、

．

多
忠
龍
（
伶
人
、
講
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
大
正
五
年

東
儀
俊
龍
（
伶
人
、
講
、
コ
ル
ネ

ッ
ト
）
大
正
十
五
年

大
村
恕
三
郎
（
伶
人
、
講
、
フ
リ
ュ
ー
ト
）
明
治
三
十
八
年

多
忠
基
（
伶
人
、
講
、
ホ
ル
ン
）
大
正
十
年

同
三
十
二
年
(
-
八
九
九
）

四
月
東
京
音
楽
学
校
再
独
立
、
独
立
祝
賀
会
委
員
よ
り
額
面
百
円
の
公
債
証
書
の

寄
附
を
受
け
る
。

こ
の
利
子
を
奨
学
金
に
当
て
る
。
皇
后
陛
下
行
啓゚

五
月
二
十
六
日
幸
田
幸
、
文
部
省
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
学
校

へ

留
学
を
命
じ
ら
れ
る。

八
月

渡
邊
龍
聖

（本
校
教
授
）
校
長
と
な
る
。

十

月

名

古

屋

・
京
都
方
面
へ
生
徒
の
修
学
旅
行
。

＠
A
・
ユ
ン
ケ
ル

A
u
g
u
s
t
Junker (管
弦
楽
）
明
治
四
十
五
年

岡
倉
由
三
郎
（
英
語
）
明
治
三
十
四
年

中
島
半
次
郎

（教
育
学
）
明
治
三
十
七
年

田
村
虎
蔵

（
唱
歌

・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
四
十
四
年

薗
廣
虎
（
伶
人
、
講
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
大
正
五
年

下
村
芳
子
（
講
、
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
四
年
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授
業
補
助
瀧
廉
太
郎
（
ピ
ア
ノ
）

同
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)

九
月
本
校
規
則
を
大
幅
に
改
正
、
学
科
を
分
け
て
予
科
、
本
科
、
研
究
科
、
選
科

と
す
る
。
本
科
を
分
け
て
声
楽
部
、
器
楽
部
、
楽
歌
部
と
し
、
師
範
科
を
分
け
て

甲
乙
二
種
と
す
る
。

＠
ァ
ン
ナ

・
ラ
ー
ル

A
n
n
a
L
a
e
h
r
 
(
ピ
ア
ノ
）
明
治
三
十
七
年

(

2

)

 

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー

N
o
e
l
P
e
r
i
 
(
和
声
・
作
曲
）
明
治
三
十
六
年

佐
方
鎮
（
諸
礼
）
明
治
三
十
六
年

杉
浦
（
旧
姓
高
木
）
チ
カ
（
唱
歌
・
ピ
ア
ノ
）
大
正
六
年

坪
井
玄
道
（
舞
踏
）
明
治
四
十
五
年

山
縣
菊
（
講
、
ビ
ア
ノ
）
明
治
三
十
七
年

野
村
成
仁
（
講
、
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
一
二
十
六
年

同
三
十
四
年
(
-
九

0
1
)

三
月
『
中
学
唱
歌
』
出
版
（
瀧
廉
太
郎
作
曲
の
〈
荒
城
の
月
〉
〈
箱
根
八
里
〉
等
を

含
む
）
。

＠
多
梅
稚
（
唱
歌
）
明
治
三
十
六
年

菊
地
ミ
チ
（
講
、
英
語
）
明
治
三
十
八
年

同
三
十
五
年
(
-
九
0
二）

五
月

皇
后
陛
下
行
啓
゜

十
月
一
日
校
長
渡
邊
龍
聖
、
清
国
政
府
の
招
聘
に
応
ず
る
。

十
月
二
十
七
日
大
島
義
脩
（
本
校
教
授
）
校
長
と
な
る
。

＠
島
崎
赤
太
郎
（
オ
ル
ガ
ン
）
昭
和
七
年

中
村
（
旧
姓
下
村
）
芳
子
（
ピ
ア
ノ
）
大
正
四
年

ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ

H
e
r
m
a
n
n

H
e
y
d
r
i
c
h
 
(
ピ
ア
ノ
・
管
弦
楽
・
指
揮

法
）
明
治
四
十
一
年

紳
戸
絢
（
ピ
ア
ノ
）
昭
和
七
年

幸
田
（
安
藤
）
幸
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
昭
和
七
年

赤
川
寅
次
郎
（
教
育
法
）
明
治
三
十
七
年

富
尾
木
知
佳
（
審
美
学
）
大
正
六
年

楠
美
恩
三
郎

（
オ
ル
ガ
ン
）
大
正
六
年

高
橋
勢
以
（
等
）
昭
和
五
年

鈴
木
代
吉
（
講
、
体
操
）
明
治
三
十
六
年

渡
邊
森
蔵
（
講
、
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
四
十
一
年

同
三
十
六
年
(
-
九

0
三）

七
月
ペ
リ
ー
指
揮
下
に
グ
ル
ッ
ク
の
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
奏
楽
堂
に
お
い
て
上

演。

＠
内
田
粂
太
郎
（
楽
典
）
明
治
四
十
一
年

芝
忠
重
（
伶
人
、
講
、
オ
ー
ボ
工
）
大
正
五
年

石
野
魏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
明
治
三
十
八
年

同
三
十
七
年
(
-
九

0
四）

二

月

高

嶺
秀
夫
（
東
京
高
等
師
範
学
校
長
）
東
京
音
楽
学
校
長
を
兼
任
。

＠
星
菊
太
（
倫
理
）
明
治
三
十
九
年

井
口
あ
ぐ
り
（
方
舞
）
明
治
三
十
九
年

安
藤
勝
一
郎
（
英
語
）
明
治
三
十
九
年

金
森
小
壽
（
倫
理
）
明
治
四
十
一
年

麻
生
富
久
（
講
）
こ
の
年
の
み

授
業
補
助
岡
野
貞
一
（
楽
典

・ピ

ア
ノ

・
唱
歌
）
、
前
田
久
八
（
ピ
ア
ノ
）
、
前
田

襄
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
本
多
か
つ
（
ピ
ア
ノ
）
、
吉
川
や
ま
（
唱
歌

・
ビ
ア
ノ
）
、

柴
田
環
（
唱
歌
）
、
大
門
ト
ク
（
オ
ル
ガ
ン
）

同
三
十
九
年
(
-
九

0
六）

三
月
本
校
規
則
改
正
に
よ
り
学
年
学
期
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一

日
に
終
る
。
創
立
記
念
日
を
十
月
四
日
に
改
め
る
。

＠
岡
野
貞
一
（
唱
歌
）
昭
和
七
年
、
以
後
十
六
年
ま
で
嘱
託
講
師

石
倉
小
三
郎
（
英
語
）
明
治
四
十
一
年

野
村
三
郎
（
英
語
）
大
正
三
年

林
博
太
郎
（
教
育
学
）
明
治
四
十
二
年

多
忠
告
（
講
、
フ
リ
ュ
ー
ト
）
大
正
五
年

授
業
補
助
鳥
居
つ
な
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
東
儀
哲
一
一
一
郎
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
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同
四
十
年
(
-
九

0
七）

――
月
規
則
改
正
に
よ
り
従
来
の
成
績
順
席
次
を
や
め
、
す
べ
て
イ
ロ
ハ
順
席
次
と

す
る
。

六
月

湯
原
元
一
（
北
海
道
庁
事
務
官
）
校
長
と
な
る
。

十
月

邦
楽
調
査
掛
お
よ
び
文
部
省
唱
歌
編
纂
掛
を
設
置
。

十

二

月

定
期
演
奏
会
に
お
い
て
本
邦
初
の
チ
ェ
ロ
独
奏
が
披
露
さ
れ
る
（
演
奏
者

ヴ
ェ
ル
ク
マ

イ
ス
タ
ー
）。

授
業
補
助
中
田
章

（
オ
ル
ガ
ン
）

同
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

一
月

楽
語
調
査
掛
設
置
。

五
月
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の
再
演
、
風
紀
を
乱
す
と
い
う
理
由
で
禁
止。

八
月

風
紀
問
題
に
関
し
文
部
省
よ
り
厳
重
な
取
締
り
を
受
け
る
。

＠

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ヴ
ェ
ル
ク

マ
イ
ス
タ
ー

H
e
i
n
r
i
c
h
W
e
r
k
m
e
i
ste
r
 (
チ
ェ
ロ
・

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
大
正
九
年

シ
ャ

ル
ロ
ッ
テ

・
フ
レ
ッ

ク

C
h
a
r
l
o
t
t
e
F
l
e
c
k
 
(声
楽
）
こ
の
年
の
み

吉
丸
一

昌
（
倫
理

・
国
文
学
）
大
正
四
年

乙
骨
三
郎

（
ド
イ
ツ
語

・
英
語
）
昭
和
七
年

倉
辻
フ
キ
（
講
、
ピ

ア
ノ）

明
治
四
十
五
年

吉
川
（
旧
姓
戸
倉
）
や
ま
（
講
、
唱
歌
）
大
正
二
年

喜
多
襄

（講
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
大
正
五
年

藤
井

（旧
姓
柴
田
の
ち
の
三
浦
）
環

（
講
、
唱
歌
）
明
治
四
十
二
年

吉
岡
郷
甫
（
講
、
歌
文
）
明
治
四
十
五
年

菌
十
一
郎
（
伶
人
、
講
、
フ
レ
ン
チ
ホ
ル
ン
）
大
正
六
年

南
能
術
（
講
、
オ
ル
ガ

ン・

楽
理
）
明
治
四
十
五
年

授
業
補
助
多
久
寅
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
川
久
保
美
壽
々

（
ピ
ア
'J
)
．

．口

同
四
十
二
年
(
-
九

0
九）

三
月

規
則
改
正
に
よ
り
予
科
二
年
、
本
科
は
学
年
制
を
廃
し
て
三
年
以
上
五
年
以

内
と
す
る
。
本
科
の
楽
歌
部
お
よ
び
研
究
科
の
作
歌
部
を
廃
す
る
。

五

月

本

郷
区
西
須
賀
町
二
に
女
生
徒
の
仮
寄
宿
舎
を
設
け
る
。

'
 

．
 

、、ヽ

.-‘‘、、
.

，
 

＠
村
田
ミ
イ
（
等
）
昭
和
五
年

高
野
辰
之

（国
語
）
昭
和
十
一
年

田
村
寛
貞
（
ド
イ
ツ
語
）
昭
和
三
年

ル
ド
ル
フ

・
ロ
イ
テ
ル

R
u
d
o
l
p
h
E
r
n
e
s
t
 R
e
u
t
e
r
 
(
ビ
ア
ノ
・
作
曲
）
明
治
四

十
五
年

授
業
補
助
大
塚
淳
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
川
上
淳
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
山
井
基
清

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
山
田
耕
搾

（
唱
歌
）
、
本
居
長
世

（
ピ
ア
ノ
・
和
声
学
）
、
久

野
ひ
さ
（
ピ
ア
ノ
）

同
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)

一
月

『
學
友
會
雑
誌
』
を
『
一
＝
品
ご
と
改
称
、
公
に
刊
行
は
じ
め
る
。

二
月
制
服
を
制
定
、
男
子
は
本
校
所
定
の
制
服
制
帽
、
女
子
は
質
素
な
和
服
に
袴

を
着
用
。

五
月

規
則
改
正
に
よ
り
師
範
科
の
学
科
目
中
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
加
え
ら
れ
る
。

＠
原
田
潤
（
唱
歌
）
大
正
二
年

本
居
長
世

（
ビ
ア
ノ
・
和
声
）
大
正
五
年

久
野
ひ
さ
（
ピ
ア
ノ
）
大
正
十
四
年

ハ
ン
カ

・ペ

ッ
ツ
ォ
ル
ト

H
a
n
k
.
a
Petzoldt 
(声
楽

・
ピ
ア
ノ
）
大
正
十
一
年

授
業
補
助

貫
名
美
名
彦
（
ピ
ア
／
）

同
四
十
四
年
(
-
九
―
-
）

三
月
本
校
敷
地
内
に
女
生
徒
の
寄
宿
舎
を
新
築
、
本
郷
の
仮
寄
宿
舎
は
閉
舎
。

九
月
二
十
一
日

湯
原
校
長
欧
米
各
国
へ
出
張
。

＠
多
久
毎

（
伶
人
、

講
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
大
正
五
年

授
業
補
助
蜂
谷
龍

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン）

同
四
十
五
年
(
-
九
―
二
）

七
月

学
友
会
の
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト
始
ま
る
。
湯
原
校
長
帰
国
。

八
月
選
科
に
能
楽
囃
子
生
徒
養
成
規
格
を
制
定
、
九
月
一
日
よ
り
生
徒
募
集

（科

目
11
笛

・
小
鼓

・
大
鼓

・
太
鼓
お
よ
び
謡）。

R
松
坂
春
榮

（等
）
大
正
八
年

山
口
菊
次
郎

（等
）
大
正
十
一

年

7
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大
和
田
愛
羅
（
唱
歌
）
、
信
時
潔
（
チ
ェ
ロ
）
、
船
橋
榮
吉
（
唱
歌
）

(
1
)
S
a
u
v
l
e
t
の
服
歴
書
は、

音
楽
取
調
掛
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
発
音
は
『
横
浜
ゲ
ー

テ
座
』
（
升
本
匡
彦
著
）
記
載
に
し
た
が

っ
た
。
こ
れ
は

当
時
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ダ
イ
レ
ク
ト

リ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
た
発
音
で
あ
る
。

(
2
)
N
ぎ

1

P
e
r
i
は
履
歴
に
し
た
が
う
と
ペ
リ
ー
と
発
音
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
本
来

な
ら
ば
e
に
ア
ク
サ
ン
が
つ
い
て

P
e
r
i
ペ
リ
と
発
音
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

授
業
補
助
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